
慢 性 膝 痛 を 有 す る 高 齢 者 に 対 す る 円 皮 鍼 の 短 期 的 効 果 の 検 討  

 

渡 邉 淳 一 １ ）， 塩 田 琴 美 2）， 石 井 香 織 2） 柴 田 愛 3）， 光 武 誠 吾 4）， 岡 浩 一 朗 2）  

 

1 )早 稲 田 大 学 総 合 研 究 機 構 エ ル ダ リ ー ヘ ル ス 研 究 所  

2 )早 稲 田 大 学 ス ポ ー ツ 科 学 学 術 院  

3 )筑 波 大 学 体 育 系  

4 )早 稲 田 大 学 ス ポ ー ツ 科 学 研 究 セ ン タ ー  

 

キーワード：円⽪鍼，⾼齢者，膝痛，疾患特異的 QOL， 介 護 予 防  

 

要  約  

[目 的 ] 慢 性 の 膝 痛 を 有 す る 高 齢 者 に 対 し ， 円 皮 鍼 が 膝 痛 と 疾 患特異的 QOL に 与 え る 影 響 を

明 ら か に す る と と も に ， 日 常 生 活 の ど の よ う な 動 作 に 影 響 を 及 ぼ す か に つ い て 検 討 す る こ と

を 目 的 と し た ．  

[方 法 ] 対 象 は 地 域 在 住 の 慢 性 の 膝 痛 を 有 す る 65 歳 以 上 の 高 齢 者 24 名（平均年齢 79.2±5.2

歳 ）で あ っ た ．研 究 の 手 順 は 介 入 前 評 価 ，円 皮 鍼 介 入 ，介 入 後 評 価（ 介 入 当 日 と 二 日 後 ），円

皮 鍼 抜 去 の 順 に 実 施 し た ． 質 問 紙 へ の 記 入 は 介 入 前 と 介 入 後 評 価 時 に 実 施 し た ． 使 用 鍼 は セ

イ リ ン 社 製 PYONEX（鍼体⻑ 0.6 ㎜ ， 鍼 体 径 0.2 ㎜ ） で あ り ， 疼 痛 の 強 い 側 の 鵞 足 部 ， 膝 内

側関節裂隙部 ， 大 腿 骨 内 側 上 顆 周 囲 の 合 計 5 ヵ 所 に 二 日 間 貼 り 付 け た ． 測 定 項 目 は ， Visual  

analog sca le（ VAS）， 日 本 語 版 膝 機 能 評 価 表 （ 準 WOMAC） お よ び 有 害 事 象 に 関 す る ア ン ケ

ー ト と し た ． ま た ， 準 WOMAC 機 能 ス コ ア 17 項 目 の順序尺度の平 均 値 か ら ラ ン ク 付 けを⾏

い ， 各 々 の 動 作 に 対 す る 円 皮 鍼 の 影 響 を 統 計 学 的 に 検 討 し た ． 統 計 解 析 は ， 介 入 前 評 価 と 介

入 当 日 お よ び 介 入 二 日 後 評 価 の 比 較 を フ リ ー ド マ ン 検 定 に て⾏い，多重⽐較検 定 は ホ ル ム の

修 正 に よ る ウ ィ ル コ ク ソ ン 検 定 を 実 施 し た ． 統 計 学 的 有 意 差 の 判 定 は ， 有 意 水 準 5％ 未 満 と

し た ．  

[結 果 ] 介 入 前 評 価 に 対 し ，VAS の 動 作 時 痛 は ，介 入 後 評 価 に 有 意 差 が 認 め ら れ た ．準 WOMAC

（ 総 合 ス コ ア ・ 痛 み ス コ ア ・ 機 能 ス コ ア ） は ， 介 入 後 評 価 に 有 意 差 が 認 め ら れ た ． 機 能 ス コ

ア 17 項 目 は ，「階段を降りる」，「階段 を 昇 る 」，「椅⼦から⽴ち上がる」，「⽴っている」 の 4

項 目 に 有 意 差 が 認 め ら れ た ． 有 害 事 象 は 円 皮 鍼 に よ る 痒み が 1 名 ， 鍼 に よ る 違和感 が 1 名 に

認 め ら れ た ．  

[結論 ] 円 皮 鍼 は 主観 的 な 膝 痛 ， 疾 患特異的 QOL を 改善 で き る 可 能 性 が あ り ， 安全 で 副 作 用

の少ない有益な治療⼿段の⼀つであることが⽰唆された．  
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